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心不全医から見た心アミロイドーシス
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心アミロイドーシスの
的確な診断と最新の治療

-早期発見が患者さんの予後を変えます-

主催 ファイザー株式会社

教育講演 19:00～19:20

特別講演 19:20～20:20

※本講演会は、「m3.com」より配信されます
m3会員登録には1週間ほどのお時間を要します
詳細は、裏面のご視聴方法をご参照ください
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〔特別講演 抄録〕
心肥大を伴う心不全患者様の基礎疾患として、心アミロイドーシス、
特にトランスサイレチン型心アミロイドーシス(ATTR-CM)が潜在している
ことが明らかとなってきました。わが国でもATTR-CMの原因治療薬として
タファミジスが実臨床で使用可能となりましたが、進行性で致死的な疾患で
ある ATTR-CMは早期発見・治療介入が重要です。
本講演では心アミロイドーシスに関する最新の知見と早期発見のコツについて
日本循環器学会のガイドラインのトピックを交えてお話ししたいと思います。


